
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月１５日（水）に始業式が行われ、３学期が始まりました。 

今年度の冬季休業中には、全国的にインフルエンザが大流行し 

薬不足が心配されるなど、健康面で心配な出来事が報じられる 

日が多かったように感じます。また、お正月には、昨年の元日 

に発生した「能登半島地震」のことが思い出され、家族揃って 

新年を祝うことのできるありがたさを、例年以上に感じた方も 

多かったのではないでしょうか。学校においても、始業式の日 

に当たり前のように元気な弥栄っ子たちの姿が戻ってきたこ

とを、心から嬉しく思いました。 

今年度の３学期は４４日間。子供たちが、自信をもって次のステージに進むことができるように、

学習や生活を一層充実させていきたいと考えています。引き続き感染予防に心がけながら、一人ひと

りが、１年間のまとめをしっかりと行うことができるように努めてまいります。保護者や地域の皆様

におかれましては、これまでに引き続き、ご理解とご協力をいただきますよう、よろしくお願いいた

します。 

 

 

 

 ３学期の始業式で、児童を代表して児童会副会長の５年佐藤銀仁さんが、冬休みに頑張ったことと

３学期の抱負を発表しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

始業式 児童代表の言葉 

   冬休みにがんばったことと３学期がんばりたいこと 

５年 佐藤 銀仁  

 ぼくが冬休みにがんばったことは、勉強です。お正月にいとこ 

がくるので、それまでに勉強を終わらせるという目標がありまし 

た。「いとこと遊びたい！」という気持ちで、お正月前にがんば 

って終わらせました。そして、いとこがきて思いっきり遊べてよ 

かったです。 

 ３学期にがんばりたいことは、２つあります。１つは、５年生最後の学期なので、ミスなく、こ

うかいのない３学期にすることです。２つ目は、６年生さんは、小学校最後の３学期なので、せい

いっぱいサポートすることです。 

 ぼくたち５年生は、もうすぐ６年生になるので、みんなを引っぱっていき、そんけいされるよう

な６年生になりたいです。 

令和６年度 校報 

 

 

 

 

 

発行：一関市立弥栄小学校  令和７年１月２３日  第１０号     文責：栃内 宏之 

【学校教育目標】 

進んで学び 心豊かで 
たくましい子どもの育成 

 

【具体目標】 

学ぶ子ども 
助け合う子ども 
きたえる子ども 

明るくなった体育館で元気に縄跳び練習 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２学期「まなびフェスト」ふり返りの結果から 
【児童】 

【保護者】 

【教職員】 

○結果から 
 １学期と比較して平均値が下がった項目もありますが、ほとんどの項目については、肯定的な回答（◎

や○、ＡやＢ）の割合が８０％を超え、数値目標が達成されています。ただ、課題としていた「家庭読書」

「メディア利用」「家庭での仕事（お手伝い）」については、２学期も未達成でした。学校の取組である「協

力し合う子どもの育成」も含めて、３学期の重点課題として取り組んでいきたいと考えています。各ご家

庭におかれましも、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

◎ 〇 △ ▲
(４点) (３点) (２点) (１点)

1 学校の勉強が分かりますか。 60 30 10 0 3.5 3.8 ↓

2 弥栄っ子テストの合格に向けてがんばりましたか。 80 20 0 0 3.8 3.8 ＝

3 １０×学年の数＋１０分の家庭学習に、集中して取り組みましたか。 68 25 3 5 3.6 3.6 ＝

4 １週間に合計して、３０分以上の家庭読書に取り組みましたか。 50 25 25 0 3.3 3.4 ↓

5 縦割り班活動で、協力して活動することができましたか。 87 8 3 3 3.8 4.0 ↓

6 弥栄のよさや自慢を見つけることができましたか。 93 5 3 0 3.9 3.8 ↑

7 友達に「ふわっと言葉」を使って話し、優しくしましたか。 90 8 3 0 3.9 3.9 ＝

8 家族と挨拶をしましたか。 78 20 3 0 3.8 3.9 ↓

9 家族の一員（なかま）として、家庭の仕事をしましたか。 43 35 20 3 3.2 3.4 ↓

10 ねばり強く運動し、目標を達成しましたか。 75 23 3 0 3.7 3.7 ＝

11 「早寝、早起き、朝ご飯」を心がけて生活することができましたか。 53 33 13 3 3.4 3.6 ↓

12
スマホ・タブレット・ゲーム・パソコン・テレビの時間や約束を守って、使いま
したか。 43 33 25 0 3.2 3.4 ↓
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◎：はい、○：どちらかといえばはい、△：どちらかといえばいいえ、▲：いいえ

目
標

№ 項　　　　目
回答者の割合（％）

平均

◎ 〇 △ ▲
(４点) (３点) (２点) (１点)

1
お子さんは、毎日、めやすの時間集中して家庭学習に取り組んでいますか。
（10分×学年の数＋10分) 40 48 5 8 3.2 3.3 ↓

2 お子さんは、週３０分以上の家庭読書をしていますか。 35 35 20 10 3.0 3.1 ↓

3 お子さんは、家族で挨拶を交わしていますか。 75 23 3 0 3.7 3.8 ↓

4 お子さんは、家族の一員として、家庭の仕事（お手伝い）をしていますか。 48 38 15 0 3.3 3.3 =

5 お子さんは、早寝・早起きをし、朝ご飯を食べる生活リズムが習慣化していますか。 50 38 13 0 3.4 3.6 ↓

6
お子さんは、スマホ・タブレット・ゲーム・パソコン・テレビ等のメディアの使
用時間や家庭での約束を守っていますか。 33 43 20 5 3.0 3.0 =
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№ 項　　　　目
回答者の割合（％）

平均

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
(４点) (３点) (２点) (１点)

1 わかる授業づくりと、基礎・基本の定着に努めます。 22 78 0 0 3.2 3.2 ＝

2
ことばの時間、百マス計算、読書活動を充実させ、学習の基盤となる力の向上に
努めます。 25 75 0 0 3.3 3.3 ＝

3 家庭学習の充実と習慣化に努めます。 25 63 13 0 3.1 3.2 ↓

4 すべての児童にとって、いごごちのよい学級づくりに努めます。 38 63 0 0 3.4 3.4 ＝

5 自分の役割を自覚し、協力し合う子どもを育てます。 38 38 25 0 3.1 3.2 ↓

6 地域に関わる学習を充実させ、郷土を愛する心を育てます。 38 63 0 0 3.4 3.5 ↓

7 健康や安全に関する望ましい生活習慣の育成に努めます。 14 86 0 0 3.1 3.3 ↓

8 目標に向かって、粘り強く体力づくりに励む子どもを育てます。 0 89 11 0 2.9 3.0 ↓

9 食育指導の充実を図り、食への関心を高めます。 14 71 14 0 3.0 3.0 ＝
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 １月２１日（火）の「弥栄っ子タイム」に、登校班集会を行い 

２学期の反省や３学期のめあて、登下校時の約束について確かめ 

ました。 

 話し合いでは、２学期の反省として「バスの中では、全体的に 

話し声が少なかった。」「挨拶は、もっと大きい声でしたい。」等 

の意見が出され、３学期のめあてをしっかりと確かめることがで 

きました。 

 特に冬場は、積雪や路面凍結のために思わぬ事故が発生する場合があり、自分の命を守るために、

ルールを必ず守る必要があります。また、スクールバスは、登下校の手段であるとともに公共の場

でのマナーを学ぶところでもあります。ルールやマナーを守り、安全に皆が気持ちよく登下校する

ことができるように、今後も声をかけていきたいと思います。 

１月２１日(火)の５校時に、学校薬剤師の星牧子先生を講師に 

招きし、６年生を対象に薬物乱用防止教室を行いました。 

                 星先生には、喫煙や飲酒、薬物乱用の害について教えていただ 

きました。また、子供たちが口にすることも多いコーヒーやお茶 

等に含まれている「カフェイン」についても、量を考えずに摂取 

すると中毒症状を引き起こしたり、依存症や死亡に至る場合もあ 

るということを教えていただきました。カナダでは、１０～１２

歳のカフェイン摂取量の目安を１日８５ｍｇ（コーヒーカップの半分程度）としているそうです。 

 心身の発達に与える悪い影響の大きさが分かったことで、薬などはルールを守って正しく使わなけ

ればならないという意識を高めることができました。 

薬物やカフェインの怖さを学びました 

登校班集会を行いました  

 

 

 弥栄小学校では、まなびフェストの一つに「１週間に合計して３０分以上の家庭読書」を掲げ

ています。その大きな理由は、読書には様々な効果があるということが確かめられているからで

す。ある調査では、国語の「知識」や「思考力」等によい影響を与えることが分かっています。

また、算数の学力の伸びと関連していることを確かめた調査結果もありました。他にも、下記の

ような様々な効果について紹介している本もありました。 

 

 

 

 

 

 

 しかしながら、インターネットやスマホ等が普及し「活字離れ」が進む中で、読書習慣が自然

に身に付くことを期待するのは、なかなか難しいもの。そこで、学校では、３学期に読み聞かせ

の機会を多く設け、読書意欲の向上を図る予定です。各ご家庭でも、それぞれの家庭の状況に応

じた無理のないかたちで、「家庭読書」の時間をもっていただければと思います。 

家庭読書のススメ  

【読書によって身につく４つの力】※「ハマるおうち読書」笹沼颯太 著

より 

 
１ 学びに向かう力 

２ 言葉を使いこなす力 

３ 自分の感情を把握しコントロール＋人の気持ちを理解し適切に接する力 

４ 人の考えを取り入れて自分を変える力 



 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１７日（月） 集金日、 

弥栄っ子テスト(漢字) 

１８日（火） 音楽のつどい、児童総会 

２０日（木） 清掃班長会議 

２１日（金） ＡＬＴ 

２３日（日） 天皇誕生日 

２４日（月） 振替休日 

２５日（火） 弥栄っ子テスト(算数)、 

       ３年生鶏舞発表 

２６日（水） 児童のつどい、 

       第３回学校運営支援協議会、 

       ＰＴＡ役員選考委員会 

２７日（木） ６年生ありがとう集会 

２８日（金） ＡＬＴ、委員会 

 

３日（月） 安全の日、東中学校新入生説明会 

４日（火） 全校のつどい  

Ｒ７年度入学児童１日入学・入学説明会  

５日（水） 臨時代表委員会 

７日（金） ＡＬＴ、太鼓引継ぎ式、授業参観、 

      学級懇談会、ＰＴＡ専門部会等 

１０日（月） 復興の日 

       地元音楽家による音楽の授業 

１１日（火） 建国記念の日 

１２日（水） 夏時程開始 

小中授業交流会(６年授業の参観) 

１３日（木） 「まなびポケット」操作説明会、 

       ＰＴＡ常任委員会 

１４日（金） ＡＬＴ、わかくさ号、委員会 

 

 

 

心も体も大きく成長できる３学期に ～始業式 校長の話より～ 
 今年の干支は、「巳（へび）」です。ヘビは、脱皮を繰り返しながら大きく成長 

します。そのことから、巳年は「成長の年」といわれているそうです。 

 弥栄小学校のみなさんの心と体も、大きく成長できる２０２５年になることを 

期待しています。 

 ２２日間の冬休みが終わり、今日から３学期のスタートです。３学期は、４４日間の短い学期で

すが、１年間のまとめをする大切な学期でもあります。１年生から５年生までの人は、次の学年に

進むため、６年生は３月に卒業し中学生になるための準備をしなければなりません。 

 そのような３学期に、大切にして欲しいことが２つあります。その１つ目は、「３学期の目標をし

っかりと決める」ということです。ただ、目標を決めるだけでは、何もしないのと変わりません。目

標を決めたら、目標の達成に向けて、何にどのように取り組んでいくのか、具体的に決めて実行し

ましょう。 

 ２つ目は、「時間を大切に使う」ということです。「時間は平等に与えられるが、結果は同じではな

い」という言葉があります。何かをしていても、何もしないでいても、時間は同じように過ぎていく

ものです。時間を大切に使うという「小さな努力」の積み重ねは、次の学年や中学校での力にもなり

ます。ぜひ、時間を大切にした過ごし方を考えてみてください。 

 岩手県奥州市出身の野球選手、アメリカの大リーグでプレーしているドジャースの大谷翔平選手

は、高校生のころから目標達成シートを作り、そこに書いたことをこつこつと実行し続けてきまし

た。大谷選手の練習量は、毎日６時間以上で、他の選手よりもずっと多いのだそうです。チームを世

界一に導くほどの大活躍のかげには、やはり、努力の積み重ねがあるということが分かります。 

 目標と取り組むことを決めて実行すること、時間を大切に使うことで、あの二宮金次郎の言葉「積

小為大（せきしょういだい）」のように小さな努力を積み重ね、一人ひとりが、心も体も大きく成長

できる３学期にしましょう。 


